
日程・会場 １０月３日（金）～１０月７日（火）

●成年男子：１０／６～１０／７

●女 子：１０／４～１０／５

●少年男子：１０／３～１０／４、１０／６～１０／７

滋賀県希望が丘文化公園

一般観覧 可 事前予約不要／入場無料／入場整理券なし

インターネット LIVE配信・見逃し配信 も無料！（主に決勝戦）

プログラム詳細は

p.３～ 参照！

競技のルールや見どころはp.７～ 参照！

https://shiga-sports2025.jp/kokuspo/venue/kibogaoka-cultural-park
https://japangamestv.japan-sports.or.jp/


滋賀県選手団

●成年男子

１１名（監督兼選手１名、選手１０名）

●女子

１１名（監督１名、選手１０名）

●少年男子

２４名（監督１名、選手２３名）

成年男子・女子は７人制、少年男子は１５人制で競技が行われます。

見どころ

●楕円形のボールを奪い合いボールを相手側のインゴールに持ち込んで得点を競います。

●パスやキックを使った連携プレーによって、相手陣地に前進していき、地面にボール

をつける「トライ」やトライ後の「コンバージョンキック」等による「ゴール」で得

点が入ります。

●スクラムやラック、モールでのボールの奪い合いや、タックルは、ラグビーの見どこ

ろのひとつです。

●また、タックルをかいくぐったり、タックルされながらもパスをつないでいく場面は

思わず手に汗を握る瞬間です。

滋賀県広報課の注目ポイント👀

●昨年の佐賀県で開催された国スポでは、成年男子は５位という結果でした。

今年は滋賀県開催の国スポで「日本一になる」ことを目標に、日々トレーニングに

励んでこられました。みんなで熱い応援をして盛り上げましょう！

●７人制ラグビーの特徴は、１５人制と同じ広いグラウンドを少ない人数で使うため、

鬼ごっこのような追いかけ合い、スピーディーな試合展開が魅力です。

また、１５人制ラグビーは、コンタクトも多く迫力ある試合が見られます。

●しらしがテレビに出演してくださった林 大成選手、盛田 気選手にも注目です！

● 少年男子の河合 隆眞選手は、「2025年度 U17日本代表」に選出されています。

滋賀県選手団は全46名！

出場選手名簿はこちら

https://www.youtube.com/watch?v=ewdJaGoXTFg
https://www.youtube.com/watch?v=v3OkN7igRK0
https://www.bsn.or.jp/news/meibo/


【成年男子】 10月５日（日） 16：00～

【 女 子 】 10月３日（金） 16：00～

【少年男子】 10月２日（木） 16：00～

種目 種別 10月３日（金） 10月４日（土） 10月５日（日） 10月６日（月） 10月７日（火）

予選プール

（12試合） 決勝トーナメント

第１試合  10:00～ （7試合）

最終試合　14:00～ 第１試合  10:00～

最終試合　13:00～

決勝トーナメント

（4試合） 表彰式（競技終了後）

第１試合  15:00～ 成年男子・総合

7 最終試合　16:00～

予選プール

（12試合） 決勝トーナメント

第１試合  10:00～ （7試合）

最終試合　14:00～ 第１試合  10:00～

最終試合　13:00～

決勝トーナメント

（4試合） 表彰式（競技終了後）

第１試合  15:00～ 女　子

最終試合　16:00～

１回戦 ２回戦 ５・７位決定戦 決勝戦

第１試合　11:50～ 第１試合　10:30～ 第１試合　10:30～ 11:20～

第２試合　13:10～ 第２試合　11:50～ 第２試合　11:50～

第３試合　13:10～ 表彰式（競技終了後）

第４試合　14:30～ 準決勝戦 少年男子

第１試合　13:10～

第２試合　14:30～

15

１回戦

第１試合　11:50～

第２試合　13:10～

【 成 年 男 子 ・ 総 合 】 10月７日（火） 競技終了後

【 女 子 】 10月５日（日） 競技終了後

【少年男子】 10月７日（火） 競技終了後

〔28〕ラグビーフットボール競技

競 技 日 程

代 表 者 会 議

スポーツ会館・多目的室

スポーツ会館・多目的室

スポーツ会館・多目的室

表 彰 式

滋賀県希望が丘文化公園陸上競技場

滋賀県希望が丘文化公園陸上競技場

滋賀県希望が丘文化公園球技場

会場

滋
賀
県
希
望
が
丘
文
化
公
園

陸
上
競
技
場
（

天
然
芝
）

成
年
男
子

人
制

女
　
子

球
技
場
（

人
工
芝
）

少
年
男
子

陸
上
競
技
場
（

天
然
芝
）

人
制

野 洲 市
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Ⅰ a - Ⅰ b

Ⅱ a - Ⅱ b

Ⅲ a - Ⅲ b

Ⅳ a - Ⅳ b

Ⅱプール

Ⅰ a - Ⅰ c

Ⅱ a - Ⅱ c

Ⅲ a - Ⅲ c

Ⅳ a - Ⅳ c

Ⅲプール

Ⅰ b - Ⅰ c

Ⅱ b - Ⅱ c

Ⅲ b - Ⅲ c

Ⅳ b - Ⅳ c

Ⅳプール

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

順位勝敗 勝ち点

⑦

b

③

c

b 愛 媛

c 大 阪

都道府県名

a 新 潟

a c

❸
の
敗
者

❷10:25

敗 者 戦

敗 者 戦

＜決勝トーナメント　1回戦＞

⑬

⑭

⑮

⑯

15:00～

15:20～

15:40～

❹
の
敗
者

Ⅰ
　
２
位

Ⅱ
　
２
位

Ⅳ
　
１
位

❻12:25

（16:16 終了）

※ 決勝トーナメント❹❺試合の間に20分間のインターバルを設ける

※ ❺❻試合の間に10分間、❻❼試合の間に5分間のインターバルを設ける

 10:00～

⑯16:00

⑫

ラグビーフットボール競技　組合せ表

【　成　年　男　子　】

都道府県名 a b c 勝敗 勝ち点 順位

試 合 時 間  ：　７分ハーフ

ハーフタイム ：　２分以内

※ 試合間隔は４分

（a-b）

 10:00～

＜予選プール＞

※ 予選プールの④試合後と⑧試合後に10分間のインターバルを設ける

※ 予選プールと決勝トーナメント１回戦の間に40分間のインターバルを設ける

Ⅰ ①

Ⅰプール

会　場　　滋賀県希望が丘文化公園陸上競技場（天然芝）＜予選プール＞　10月6日（月）

⑧

① ⑤

b

c

東 京

佐 賀

a b c 勝敗

⑪

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

（a-c）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

 10:20～

 10:40～

11:00～

11:30～

11:50～

12:10～

12:30～

②

③

④

⑤

⑥

⑦

Ⅱ

c 愛 知

北 海 道a

b 滋 賀

都道府県名

⑥

⑩

②a 青 森

勝ち点 順位

⑨

Ⅳ

（b-c）

勝ち点 順位

⑨

⑩

⑪

⑫

13:00～

13:20～

13:40～

14:00～

Ⅰ

Ⅲ

16:00～

勝敗

３・４位決定戦

５・６位決定戦

敗者戦

１回戦

準決勝戦

決勝戦

試 合 時 間  ：　７分ハーフ

ハーフタイム ：　２分以内

❼13:00

⑬15:00 ⑭15:20

❶10：00

Ⅰ
　
１
位

Ⅲ
　
２
位

Ⅳ
　
２
位

Ⅱ
　
１
位

Ⅲ
　
１
位

＜決勝トーナメント＞　10月6日（月）・7日（火） 会　場　　滋賀県希望が丘文化公園陸上競技場（天然芝）

10/6(月)

⑮15:40

広 島

b 秋 田

c

⑧

❹11:10❸10:50

b

④

長 崎

10/7(火)

10/7(火)

都道府県名

a

a

13:00～

13:20～

【表彰式：7位】

【表彰式：7位】

【表彰式：5，6位】

【表彰式：3，4位】

【表彰式：1，2位】

10/7(火)

10/7(火)

10:20～

 10:25～

10:45～

 10:50～

11:10～

11:50～

12:10～

12:25～

12:45～

❺11:50

準決勝戦

準決勝戦

5・6位決定戦

3・4位決定戦

決 勝 戦
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Ⅰ a - Ⅰ b

Ⅱ a - Ⅱ b

Ⅲ a - Ⅲ b

Ⅳ a - Ⅳ b

Ⅱプール

Ⅰ a - Ⅰ c

Ⅱ a - Ⅱ c

Ⅲ a - Ⅲ c

Ⅳ a - Ⅳ c

Ⅲプール

Ⅰ b - Ⅰ c

Ⅱ b - Ⅱ c

Ⅲ b - Ⅲ c

Ⅳ b - Ⅳ c

Ⅳプール

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

＜予選プール＞

Ⅰプール （a-b）

b c 勝敗 勝ち点

Ⅲ ③  10:40～

Ⅱ ②  10:20～

ラグビーフットボール競技　組合せ表

【　女　　子　】

試 合 時 間  ：　７分ハーフ ※ 試合間隔は４分

b 滋 賀 ⑨

順位 Ⅰ ①  10:00～

a 福 岡 ① ⑤

都道府県名 a

ハーフタイム ：　２分以内 ※ 予選プールの④試合後と⑧試合後に10分間のインターバルを設ける

※ 予選プールと決勝トーナメント１回戦の間に40分間のインターバルを設ける

Ⅳ ④ 11:00～

（a-c）

c 徳 島

b 栃 木 ⑩

順位 Ⅰ ⑤ 11:30～

a 京 都 ② ⑥

都道府県名 a b c 勝敗 勝ち点

Ⅲ ⑦ 12:10～

Ⅱ ⑥ 11:50～

Ⅳ ⑧ 12:30～

（b-c）

c 青 森

b 三 重 ⑪

順位 Ⅰ ⑨ 13:00～

a 佐 賀 ③ ⑦

都道府県名 a b c 勝敗 勝ち点

Ⅲ ⑪ 13:40～

Ⅱ ⑩ 13:20～

Ⅳ ⑫ 14:00～c 宮 城

＜決勝トーナメント　1回戦＞

都道府県名 a b c 勝敗 勝ち点 順位 ⑬ 15:00～

⑭ 15:20～

b 新 潟 ⑫

a 北 海 道 ④ ⑧

⑮ 15:40～

決勝戦 ❼13:00

10/5(日)

⑯ 16:00～

（16:16 終了）

c 山 口

試 合 時 間  ：　７分ハーフ ※ 決勝トーナメント❹と❺試合の間に20分間のインターバルを設ける

ハーフタイム ：　２分以内 ※ ❺❻試合の間に10分間、❻❼試合の間に5分間のインターバルを設ける

準決勝戦 ❸10:50 ❹11:10
３・４位決定戦

10/5(日)

１回戦 ⑬15:00 ⑭15:20 ⑮15:40 ⑯16:00

❸
の
敗
者

❹
の
敗
者

敗 者 戦

❻12:25

10/4(土)

Ⅰ
　
１
位

Ⅲ
　
２
位

Ⅳ
　
２
位

Ⅱ
　
１
位

Ⅲ
　
１
位

Ⅰ
　
２
位

Ⅱ
　
２
位

Ⅳ
　
１
位

【表彰式：3，4位】 12:45～

13:00～

５・６位決定戦 ❺11:50 準決勝戦

敗者戦 ❶10：00 ❷10:25 敗 者 戦

【表彰式：1，2位】 13:20～

＜予選プール＞　10月4日（土） 会　場　　滋賀県希望が丘文化公園陸上競技場（天然芝）

＜決勝トーナメント＞　10月4日（土）・5日（日） 会　場　　滋賀県希望が丘文化公園陸上競技場（天然芝）

10/5(日)

10/5(日)

 10:00～
【表彰式：7位】 10:20～

 10:25～
【表彰式：7位】 10:45～

 10:50～

11:10～

11:50～

決 勝 戦

5・6位決定戦

3・4位決定戦

準決勝戦

【表彰式：5，6位】 12:10～

12:25～
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ラグビーフットボール競技　組合せ表

【　少　年　男　子　】

試 合 時 間　：　30分ハーフ

ハーフタイム ：　５分以内

会　場　　Ａ：滋賀県希望が丘文化公園球技場（人工芝）

　　　　　Ｂ：滋賀県希望が丘文化公園陸上競技場（天然芝）

10月７日（火）

５・７位決定
１回戦 ２回戦

準決勝戦

10月６日（月）
出場チーム
都道府県名

10月３日（金） 10月４日（土） 10月６日（月）

決勝戦

（各２チーム） 3位決定(2チーム) １・２位決定

滋 賀 3

A-7　10:30

東 京 1

A-3　10:30
石 川 2

A-1　11:50

A-9　13:10

福 岡 4

A-2　13:10

愛 媛 10

宮 城 6

B-1　11:50

大 阪 9

A-4　11:50
北 海 道 5

A-11　11:20

愛 知 7

A-5　13:10
広 島 8

大 分 12

A-8　11:50 A-10　14:30

B-2　13:10

秋 田 11
A-6　14:30
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セブンズの見どころ（成年男子・女子７人制） 

 

セブンズとは？ 

７人対７人で行うラグビーフットボールのことをセブンズ（Sevens）という。15

人制の試合と同じグラウンドサイズで、基本的に同じ競技規則によって行われる。

2016 年夏季のリオ五輪にて開催され、日本代表が大活躍した。 

試合時間は15人制に比べて短く、７分ハーフで行われることが多い。 

ポジションはフォワード(FW)３名とバックス(BK)４名で形成される。フォワード

はプロップ(PR)が２名、フッカー(HO)が１名、バックスはスクラムハーフ(SH)１名、 

スタンドオフ(SO)１名、スリークォーターバック(TB) が２名で構成されるポジシ

ョニングが主流となっている。 

 

セブンズの見どころ 

広いフィールドを少ない人数でカバーするため、選手１人１人の走力、ハンドリ

ングスキルが高くなければならない。15人制では一回プレーすると次の動きをする

までに時間の余裕があるが、７人制はパスしたらすぐにサポートするなど動き続け

なければならない。15人制の激しい肉弾戦とは一線を画し、エキサイティングで流

れるようなスピード感のあるプレーが見どころである。 

 

セブンズの発祥 

セブンズ発祥の地メルローズは、エディンバラからはおよそ50キロ南東に位置す

るスコットランドの南部の、人口が2000人に満たない小さな町である。周辺はスコ

ティッシュ・ボーダーズと呼ばれるイングランドとの国境の北側の地域で、付近に

点在する小村それぞれに強豪クラブが肩を並べる有名なラグビー熱狂地帯である。 

ラグビーの１チームの人数が20人から15人に減らされた1877年に、セブンズの誕生

の舞台となるメルローズRFCが誕生した。６年後の1883年、財政難のクラブを救う

ために、メルローズの町の肉屋の店員ネッド・ヘイグは、近在のチームを集めて日

暮れまでの半日の間に大会を開こうと考え、そのために1 チームの人数を7 人に減

らして得点の機会を増やすことや、ゲーム時間を１試合15分に短縮するとを思いつ

いた。 

大会当日には1600人の観客が集まり、目論みは成功した。これを機にセブンズは

ボーダー地方のクラブの間に次々と広まり、その波はやがて世界へ伝わった。 

 

セブンズは東京オリンピック2020でも正式種目に採用されています。 
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セブンズの特徴 

 

【基 本】 

図 1のように、7人制のディフェンスでは、相手のキック 

に備えて一人(スイーパー)が後ろに下がる。相手ゴールラ 

インの直前まで攻め込んだときは別だが、一人が後ろにい 

て、7対 6の状況になっているのが基本となる。もしアタッ 

ク側の右端の選手が左にパスをすれば、図の矢印のように 

ディフェンスがずれてくる。この時に逆にパスすれば、右 

に残っていた攻撃側の選手は容易にタッチライン際を抜け 

出す事ができる。この「切り返し」がアタックの基本的動 

きとなる。もしスイーパーが前に上がってくれば後ろにで 

きたスペースにキックで大きくボールを送ることができる。 

基本的にオフェンスはこの考え方を利用する。 

 

～オフェンススタイル～ 

 

【基本攻撃１-ふり戻し-】 

図 2のように、4の選手からボールを回し、最後にボールを 

持った 1の選手が右のタッチライン方向に走る。そこに 2の 

選手がボールをショートパスでもらうように走り込むことで 

ディフェンスラインはこの 2人に引きつけられてディフェン 

ス側から見て左に寄る。そこで深く位置した 3番、4番の選 

手にパスを深く戻して逆に大きく左を攻める。そうすると、 

ディフェンスラインは付いてくることができなくなる。 

 

 

【基本攻撃２-クロス-】 

攻撃側の 1が 2にパスし、2と 3がクロスすると図のように、 

ディフェンス側の 1がアタック 3に引きつけられて、アタッ 

ク 1の前にはスペースができる。ずれてくる相手を抜こうと 

すると、どうしても走るコースが流れてしまう。これを逆手 

にとって、わざと流れてクロスを入れる。 

日本代表のサインプレーは、これらの動きをミックスさせ 

ている。2の選手が左に流れておいて、右にステップを切っ 

ても同じような攻めができる。 

 

 

 

 

セブンズの特徴 

 

～オフェンススタイル～ 
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～ディフェンススタイル～ 

 

【基本 DFスタイル】 

図 1 のように DF の基本フォーメーションは、相手のキックに備えて一人（スイーパー）が後ろ

に下がる。スイーパーにはキックの対処、抜け出してきた選手のコースを抑え、味方が戻ってくる

のを待ちながら的確にタックルを決める役割がある。世界の多くのチームがこのフォーメーション

を採用している。 

もう一つのスタイルとして、「バナナ DF」がある（図 2）。6人が斜めにラインを作り、ボール地

点の逆側の選手⑦が後ろに下がる。背後にキックを蹴られた場合、下がり気味の⑤、⑥が相手の攻

撃に対処できる。ただ、この DF は思い切って前に出られずに受け身になる。ラン攻撃、キック攻

撃の両方に対処しようとするもので、シンビン（一時退場処分）で 1人少なくなった時など、6人

で守る場合に採用することが多い DF方法である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【応用 能力に応じた DFスタイル】 

DFの大前提は、一人が一人にタックルすることであ 

り、個々人のタックルレンジを広くする、次に横の選 

手との連携でいかにレンジを広くするかを考える。そ 

して、一カ所に集まらず、一人一人のエリアを守るこ 

とが重要である。 

個々の DF能力が相手より劣っている場合は、一人一 

人の間隔を狭くして対応する（図 3）。DFラインはコン 

パクトなラインのまま動き続けなければならず、高い 

走力が必要となる。ボールを大きく展開された時に弱 

いが、タックル後のボール争奪戦に味方選手がいち早 

く駆けつけることができる。 

 

～ディフェンススタイル～ 
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～ラグビーフットボール競技の見どころ（少年男子１５人制）～ 

                           【基本ルール】                 

① 味方にボールをパスする場合、前方に投げてはならない。

デッドボールラインに平行または後方にパスを出さなけれ

ばならない。  

② ボールを前方に送る場合は、ボールを蹴り込むか、持って

走らなければならない。  

③ タックルはボール保持者に対してのみ行うことができる。 

 

【得点方法】 
① トライ（Ｔ）…5点 

相手側のインゴールにおいて、攻撃側の選手が最初に  

ボールをグラウンディングすればトライとなる。        

ゴールラインはインゴールに含まれる。 

② コンバージョン（Ｇ）…２点 

トライをした側に与えられるゴールキック。トライが与えら

れた地点を通るタッチラインと平行な線上から行う。   

クロスバーの上、かつ、ゴールポストの間を通過すれば  

得点となる。プレースキックでもドロップキックでもよい。 

③ ペナルティトライ（PT）…７点 

相手チームによる不正なプレーが、トライが得られる、また

は、より有利な位置にて得られるのを妨げた場合、ゴール

ポストの中間に与えられる。原因となった反則を犯した 

プレーヤーは、注意を受けるか、一時的退出か退場と 

ならなければならない。コンバージョンは行わない。 

④ ペナルティゴール（ＰＧ）…3点 

重い反則があった場合、相手側にはペナルティキックが与えられる。コンバージョン同様、キックしたボールがゴール

ポストの間を通過すると得点となる。プレースキックでもドロップキックでもよい。 

⑤ ドロップゴール（ＤＧ）…３点 

オープンプレーの中でボールをワンバウンドさせてキックを行うドロップキックからゴールすることでドロップゴール

となる。コンバージョン同様、キックしたボールがゴールポストの間を通過すると得点となる。                         

 
【ポジション紹介】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

「ノーサイド」という言葉は試合終了を意味するラグビーならではの表現ですが、単に試合終了という意味だけ  

でなく、ベストを尽くして激しくぶつかりあった両チームが、試合が終われば敵味方なくお互いの健闘をたたえ合い、

ラグビーを愛する仲間になるという意味を持ちます。そして、同じフィールドで戦った仲間として友情を築こうと  

いうのが「ノーサイドの精神」です。これこそがラグビー選手の誇りとするところであり、この精神はラガーマンの最も

大切な心と言われています。 

 

 

 

 

基本ルール 

得点方法 

ポジション紹介 

ノーサイドの精神 
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スクラム 

ノックオンやスローフォワード等の軽度の反則や競技の中断があった場

合、ボール獲得のためのプレー再開する方法です。双方８名ずつのプレー

ヤーが右図のように組み合います。原則、反則をしていないチームがボー

ルを投入します。 

※１９歳未満では・・・ 

・故意でなく４５度以上回転された場合、スクラムを組みなおします。 

組み直されるときは、その前のスクラムでボールを投入したチームが引

き続き投入します。 

・相手のゴールラインに向け、１．５ｍ以上押してはいけません。（FK） 

・ボールをかかとで蹴り操りながら、スクラムの中にとどめてはいけません。（FK） 

 

ラインアウト 

ボールまたはボールを持ったプレーヤーがタッチライン

を越える、または触れた場合にラインアウトとなります。ラ

インアウトは右図のようにマークオブタッチ上で形成され

ます。マークオブタッチはゴールラインから５ｍ以上離れ

ていなければなりません。 

ボールを投入する側はボールを投入するプレーヤーを除

き、最低２名以上参加する必要があります。通常はフォワー

ドの選手７名が並びます。 

ペナルティからのタッチキックの場合は、ボールがタッチラインを越えたところでキックをした

側のボールでラインアウトとなりますが、それ以外の場合は相手チームボールの投入によるライン

アウトとなります。 

 

ダイレクトタッチ 

キックしたボールがダイレクトにタッチラインを越えるこ

とを指します。22ｍラインの内側からボールを蹴った場合、

ボールがタッチラインを越えたところで相手側の投入による

ラインアウトとなります。  

22ｍラインの外側から蹴ったボールがダイレクトタッチだ

った場合は、ボールを蹴った地点からゴールラインと平行線

上のボールが出た側のタッチラインで相手側の投入によるラインアウトとなります。 

また、22ｍラインの外側にあったボールを 22ｍライン内側に一度戻して蹴ったボールがダイレ

クトタッチになった場合も同様にボールを蹴った位置からの相手側の投入によるラインアウトと

なります。 

ペナルティキックから蹴った場合は蹴った位置に関わらず、タッチラインから出た地点での蹴っ

た側のチームの投入によるラインアウトとなります。 

 

50:22 

自陣にいるプレーヤーが、ボールを蹴って相手陣の２２メートル内で間接的（ワンバウンド以上

させた後）にタッチになった場合、蹴りだしたチームがボールを自陣に持ち込まなかったか、その

チームの自陣内で タックルが行われたかラックまたはモールが形成された場合は、蹴った側のチ

 基本プレー 

地域獲得が得られない場合 
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ームによる投入でラインアウトが行われます。 

 

ドロップアウト 

＜２２メートルライン ドロップアウト＞ 

ペナルティーゴールまたは、ドロップゴールの失敗、あるいはドロップアウトが防御側のチーム

によってインゴール内にグラウンディングされた場合、もしくは、これらの試みのいずれかによっ

てボールがデッドになった場合、防御側の２２メートル地点でのドロップアウトによってプレーが

再開されます。 

 

<ゴールライン ドロップアウト> 

下記 a～cの場合、防御側のゴールライン上、またはその後方でのドロップアウトによってプレー

が再開されます。 

ａ 攻撃側のプレーヤーによってボールがプレーされた、または、インゴールに持ち込まれ、そ

の後、相手側のプレーヤーによってヘルドアップ（グラウンディングできない状態）となり、

グランディングされた、あるいは、競技規則に反することなくデッドにされた。 

ｂ キックオフ、得点後の試合再開のキック、ドロップゴール、ドロップアウト、または、ペナ

ルティキックを除く攻撃側のキックが、防御側のチームによって自陣のインゴール内でグラ

ウンディングされた、または、デッドにされた。 

ｃ 攻撃側のプレーヤーが、相手陣のインゴール内でノックオンした。 

 

モール・ラック 

双方のプレーヤーがボールを争奪する行為です。 

モールとは、地面についていないボールを争奪することで、ボールを持ったプレーヤーと双方少

なくとも１名ずつのプレーヤーが互いにバインドし、立ったままの状態になることで成立します。 

ラックとは、地面あるボールを争奪することで、双方少なくとも１名ずつのプレーヤーが立った

状態で地面にあるボールに組み合うことで形成されます。 

モール・ラックともに、成立後にそれぞれのチームに下図のようなオフサイドラインが形成され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンプレアブル 

モール・ラックからボールがでない場合にレフリーの判断でアンプレアブルとなります。 

その場合、スクラムによって再開されます。 

ラックアンプレアブルの場合は最後に前進していたチームのボール、どちらのチームも前進してい

ない場合は、攻撃側チームのボールでスクラムとなります。 

モールアンプレアブルの場合はモール開始時にボールを保持していなかった側のボールでスクラム

となります。 

 

イエローカード（シン・ビン）とレッドカード 

モール ラック 

オフサイドライン 

オフサイドライン 
オフサイドライン 

オフサイドライン 

77



不正なプレー（妨害、不当なプレー、反則を繰り返す、危険なプレー、不行跡など）を行ったプレーヤ

ーは、注意を受けるか、一時的退出、または、退場となる。レフリーは注意を与えて※１０分間の一時的

退場を命じたプレーヤーに対し、イエローカードを示します(シン・ビン)。退場の場合はレッドカードを

示し、退場を命じます。 

※国スポ（少年男子 15人制）では７分間とします。 
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